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理
事
長栗

原

厚
夫

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
毎
年
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た
契
約

金
額
も
昨
年
度
は
前
年
度
比
３
・
３
％
増
と
な

り
ま
し
た
。
本
年
度
も
昨
年
度
を
上
回
る
状
況

で
推
移
し
て
お
り
、
や
や
回
復
傾
向
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
の

賜
物
で
あ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
会
員
数
は
、
引
き
続
き
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
チ
ラ
シ
配
布
や
入
会

説
明
会
な
ど
を
工
夫
し
、
役
職
員
が
中
心
と
な
っ

て
会
員
増
加
の
た
め
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
働
き
方
や
生
き
方
等
、
時

代
の
変
化
に
即
し
た
事
業
展
開
も
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
派
遣
事
業
や
生
活
支
援

事
業
等
に
取
り
組
む
ほ
か
、
地
域
や
行
政
と
連

携
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
会
員
皆
様
が
安
心
し
て
働
け
る
よ

う
セ
ン
タ
ー
の
安
定
的
な
運
営
に
努
め
、
お
客

様
に
信
頼
さ
れ
、
地
域
に
喜
ば
れ
る
セ
ン
タ
ー

を
創
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
会
員
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

顧
問

坂
戸
市
長

石
川

清

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
な
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
会
員
皆

様
の
た
ゆ
み
な
い
ご
努
力
に
よ
り
ま
し
て
、
輝

か
し
い
事
業
実
績
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り

ま
し
た
火
葬
場
整
備
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の

関
係
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
新
た

な
越
生
斎
場
の
完
成
と
と
も
に
、
広
域
静
苑
組

合
に
正
式
な
加
入
と
な
り
、
本
市
に
と
り
ま
し

て
、
大
き
く
前
進
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
水
害
時
対
策
と
し
て
排
水
量
30
㎥
／

分
を
備
え
る
排
水
ポ
ン
プ
車
二
台
の
導
入
や
妊

婦
へ
の
風
し
ん
感
染
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成
な
ど
、
更
な
る
安
全
と
安
心

に
向
け
た
各
種
事
業
を
順
調
に
展
開
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市
民
皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
市
民
目

線
で
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
変
わ
ら
ざ
る
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
日
頃
か
ら
の
市
政
へ
の
ご
協
力
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
坂
戸
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
会

員
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
年
頭
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

シルバー さかど ( 2 )

平
成
三
十
一
年

年
頭
ご
挨
拶



副
理
事
長

中
村

博

6
年
続
く
景
気
拡
大
そ
ろ
そ
ろ
頭
打
ち
、
下

降
に
向
か
う
か
も
し
れ
な
い
。
景
気
動
向
に
注

視
し
て
い
き
た
い
。
会
員
皆
様
の
御
健
勝
を
心

か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

専
務
理
事

池
田

重
人

公
益
事
業
の
シ
ル
バ
ー
で
す
か
ら
、
縮
小
均

衡
か
ら
拡
大
均
衡
が
可
能
な
今
期
の
事
業
業
績

を
見
据
え
て
、
事
業
内
容
を
強
化
す
る
施
策
が

可
能
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
健
康

と
就
業
先
で
の
活
躍
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

安
全
就
業
委
員
会

粟
生
田
孝
雄

今
年
の
目
標
も
、
事
故
ゼ
ロ
、
怪
我
ゼ
ロ
を

め
ざ
し
、
努
力
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
笑
顔
で
、
健
康
な
一
年
を
過
ご
せ
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

安
全
就
業
委
員
会

下
重

光
弥

『
注
意
一
秒
・
ケ
ガ
一
生
』
と
い
う
交
通
標

語
が
あ
り
ま
す
が
、
就
業
先
へ
の
往
復
の
際
、

安
全
確
認
を
充
分
行
い
『
事
故
ゼ
ロ
』
で
就
業

出
来
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

適
正
就
業
委
員
会

小
泉

隆

公
募
選
定
制
度
も
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

本
年
は
定
期
的
な
相
談
会
の
実
施
に
よ
り
、
会

員
の
適
正
就
業
に
関
す
る
問
題
点
・
課
題
を
少

し
で
も
抽
出
し
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

総
務
部
会

鈴
木

久
志

新
し
い
時
代
を
迎
え
、
私
た
ち
が
社
会
を
支

え
る
役
割
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
で
元
気
に
働
き
続
け
る
こ
と
が
、
期
待
に

応
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

総
務
部
会

青
木

薫

「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
理
念
に

沿
い
、
会
員
皆
様
の
働
く
よ
ろ
こ
び
と
健
康
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
守
る
べ
く
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

事
業
部
会

末
次

正
治

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

基
本
理
念
を
念
頭
に
お
き
高
齢
者
が
働
き
や
す

い
就
業
の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

広
報
部
会

髙
岸

明

事
業
の
普
及
・
宣
伝
・
会
員
と
の
意
見
交
換

の
た
め
発
行
さ
れ
、
諸
先
輩
が
築
い
て
き
た
広

報
誌
が
２
０
２
０
年
に
１
０
０
号
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
関
係
部
署
と
連
携
を
密
に
し
、

充
実
し
た
広
報
誌
の
発
行
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

広
報
部
会

河
原

和
雄

「
会
員
数
の
増
加
と
契
約
の
拡
大
」
「
派
遣

事
業
へ
の
取
り
組
み
」
「
経
営
基
盤
の
安
定
」

等
、
人
材
セ
ン
タ
ー
の
維
持
、
成
長
の
為
の
課

題
は
多
々
あ
り
ま
す
。
理
事
の
一
員
と
し
て
状

況
を
わ
き
ま
え
人
材
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
発
展

に
貢
献
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
事
支
援
委
員
会
兼
女
性
の
会

石
坂

和
子

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

元
旦
は
私
の
誕
生
日
。
目
標
に
向
か
っ
て
こ
こ

ろ
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

す
べ
て
の
会
員
が
揃
っ

て
、
心
も
体
も
元
気
で
働

き
続
け
ら
れ
る
年
で
あ
り

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

シルバー さかど( 3 )

会
員
理
事
の
年
頭
所
感

明けましておめでとうございます
今年もどうぞよろしくお願いします



（
安
全
就
業
委
員
会
）

☆
交
通
安
全
講
習
会
開
催

12
月
７
日
（
金
）
西
入
間
警
察
署
の
３
名
を

お
迎
え
し
、
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
87
名
の
参
加

を
頂
き
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
に
車

と
歩
行
者
の

事
故
の
事
例

を
取
り
上
げ
、

高
齢
者
の
事

故
が
相
変
わ

ら
ず
多
く
発

生
し
て
い
る

現
状
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
車
」
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
、
「
歩
行
者
」

は
車
か
ら
確
認
し
や
す
い
服
装
を
心
が
け
る
こ

と
が
大
事
と
の
お
話
が
あ
り
、
そ
の
後
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
、
そ
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
重
点
的
に
、
振
り

込
め
詐
欺
に
つ
い
て
の
事
例
を
数
多
く
、
分
か

り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
参
考
に
な

る
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

安
全
就
業
委
員
会

記

（
女
性
の
会
）

☆
第
２
回
勉
強
会
『
料
理
教
室
』
開
催

11
月
29
日
入
西
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
食
品
工

房
で
講
師
小
林
ミ
ヨ
子
先
生
の
も
と
、
お
正
月

料
理
た
た
き
ご
ぼ
う
・
も
ち
す
き
・
み
そ
照
り

焼
き
ロ
ー
ル
チ
キ
ン
・
だ
て
巻
・
は
す
よ
ご
し
・

ゆ
べ
し
の
６
品
に
挑
戦
い
た
し
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

「
先
生
こ
れ
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と

何
と
も
忙
し
く
ア
ッ
と
い
う
間
の
２
時
間
で
完

成
い
た
し
ま
し
た
。

み
な
美
味
し
く
、
一
般
参
加
者
か
ら
「
初
め

て
で
す
が
楽
し
か
っ
た
」
「
早
速
作
り
ま
す
」

「
次
も
参
加
し
た
い
」
と
う
れ
し
い
お
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

女
性
の
会

記

（
総
務
部
会
）

☆
坂
戸
の
歴
史
を
探
る

平
成
30
年
度
教
養
講
座
「
坂
戸
の
歴
史
を
探

る
」
が
講
師
に
坂
戸
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
長

谷
川
啓
子
様
を
お
招
き
し
、
11
月
14
日(

水)

ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
市
民

を
含
む
67
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

坂
戸
市
に
は
縄
文
時
代
、
弥
生
時
代
、
古
墳

時
代
の
遺
跡
、
古
代
の
街
道
が
見
つ
か
っ
て
お

り
多
数
の
土
器
、
埴
輪

も
出
土
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
集
落
を
作
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

勝
呂
に
あ
る
歴
史
民
俗

資
料
館
に
は
、
種
々
の

埋
蔵
物
が
展
示
さ
れ
て

い
る
と
の
事
で
す
の
で

一
度
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

☆
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

12
月
18
日
（
火
）
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
平
成

30
年
度
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。最

初
に
栗
原
理
事
長
か
ら
坂
戸
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
現
況
と
し
て
会
員
数
、
契
約

金
額
が
昨
年
度
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
公
益
社
団
法
人
い
き
い
き
埼
玉
・

埼
玉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
・
就
業

促
進
部
長
の
岡
野
功
様
よ
り
「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課

題
」
及
び
「
リ
ー
ダ
ー

の
役
割
」
に
つ
い
て
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
に
も
身

近
な
内
容
で
、
参
加
し

た
各
部
会
、
作
業
班
の

リ
ー
ダ
ー
、
班
長
、
計

73
名
は
熱
心
に
メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。

総
務
部
会

記

シルバー さかど ( 4 )

講

習

会

・

研

修

会

報

告

上段左から：みそ照り焼きロールチキン、

だて巻、ゆべし

下段左から：たたきごぼう、はすよごし、

もちすき



（
事
業
部
会
）

☆
さ
か
ど
産
業
ま
つ
り
に
出
店

第
15
回
さ
か
ど
産
業
ま
つ
り
が
11
月
３
日
、

４
日
市
民
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。
両

日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
が

余
興
、
買
い
物
等
で
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
見
受

け
ら
れ
た
が
、
昨
年
に
比
べ
心
な
し
か
来
場
者

が
少
な
い
感
じ
で
あ
っ
た
。

事
業
部
会
、

家
事
支
援
委

員
会
に
よ
り

セ
ン
タ
ー
Ｐ

Ｒ
チ
ラ
シ
の

配
布
と
大
根
、

サ
ツ
マ
イ
モ

の
販
売
、
包

丁
研
ぎ
を
実

施
。産

物
は
両

日
と
も
午
前

中
に
完
売
、

包
丁
研
ぎ
は

27
本
の
実
績
。

又
、
後
日
仕

事
依
頼
の
問

い
合
わ
せ
も

あ
り
、
セ
ン

タ
ー
を
知
っ

て
も
ら
う
大
き
な
機
会
と
な
っ
た
。

事
業
部
会

記

（
家
事
支
援
委
員
会
、
女
性
の
会
）

☆
川
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の

情
報
交
換
会
開
催

家
事
支
援
事
業
及
び
女
性
の
会
に
関
す
る
川

越
市
と
の
情
報
交
換
会
が
、
10
月
10
日
（
水
）

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
中
村
副
理
事
長
、
石
坂
理
事

（
女
性
の
会
会
長
）
、
不
二
井
、
藤
代
家
事
支

援
専
門
員
、
事
務
局
2
名
。
川
越
市
側
か
ら
女

性
の
会
推
進
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
8
名
と
事
務

局
２
名
が
出
席

し
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
会
議
室
に
て

開
催
さ
れ
た
。

副
理
事
長
の

挨
拶
の
後
、
石

坂
理
事
か
ら
女

性
の
会
設
立
の

目
的
、
活
動
状

況
、
不
二
井
専

門
員
か
ら
家
事

支
援
事
業
の
設

立
か
ら
現
在
に

至
る
経
緯
及
び

実
績
推
移
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
約

２
時
間
に
わ
た
り
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

た
。

【
主
な
内
容
】

★

家
事
支
援
実
施
項
目

★

会
員
の
募
集
方
法

★

会
員
の
就
業
希
望
内
容
の
取
り
纏
め

★

受
注
を
受
け
て
実
施
す
る
ま
で
の
時
期

★

料
金
の
支
払
い
方
法

★

下
見
の
費
用

★

就
業
時
間
の
決
定

★

包
括
セ
ン
タ
ー
と
の
提
携
、
地
域
に
あ
る

お
た
す
け
隊
と
の
仕
事
の
兼
ね
合
い

★

パ
ン
ク
修
理
、
エ
ア
コ
ン
清
掃
で
の
ク
レ
ー

ム

★

就
業
時
の
注
意
点

★

ヘ
ル
パ
ー
等
有
資
格
者
の
割
合

等
々
で
し
た
。

家
事
支
援
委
員
会

記

（
安
全
就
業
委
員
会
）

☆
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
視
察

10
月
23
日
（
火
）
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

会
員
数
は
坂
戸
市
と
ほ
ゞ
同
じ
１
２
０
０
名

と
の
こ
と
で
し
た
。

お
互
い
の
就

業
状
況
等
を
中

心
に
意
見
交
換

を
実
施
。
中
で

も
植
木
班
の
作

業
事
故
が
多
発

し
て
い
る
と
の

話
で
し
た
。

安
全
就
業
の

目
的
で
あ
る
「
事

故
ゼ
ロ
」
を
目

指
し
努
力
し
て

い
く
事
で
終
了

し
ま
し
た
。

安
全
就
業
委
員
会

記

シルバー さかど( 5 )

部

会

・

委

員

会

情

報



シルバー さかど ( 6 )

シルバーまつりを終えて
今年で4回目となったシルバーまつりは、好天に恵まれ、チラシの効果か開始前から多数の家族連れ

の市民・会員の皆様にご来場いただきました。
開催日が一日であったにもかかわらず、昨年を上回る来場者で、またお子様連れも非常に多く、新設

の輪投げコーナー、『さかろん』との記念撮影も大人気でした。
このシルバーまつりは、市民と会員相互の連帯を高めることを目指し、開催しています。
来場者から、
＊ 今年も豚汁や焼きそば、コロッケがとても美味しかったね。
＊ 良い大根や白菜ですね。シルバー農園の野菜は無農薬で、安心で美味しいですね。

など、お褒めの言葉をいただきました。
また、チャリティバザーでは、会員から多数のご提供品をいただき、ご協力大変有難うございました。
7月に実行委員会を立ち上げて以来、役員、会員、事務局各位のご協力とご尽力をいただき、大盛況

のうちに終了できたことを、心より厚くお礼申し上げます。
シルバーまつり実行委員会

平
成
30
年
度
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り

11
月
11
日
（
日
）
開
催

大

抽

選

会

農
産
物
販
売

Ｐ Ｒ 部 門

理 事 長 賞 当 た っ た よ

抽 選 会 場 は 大 盛 況い つ も 楽 し み に し て い ま す

こんな仕事をしています センター事業紹介



シルバー さかど( 7 )

ご 提 供 あ り が と う ご ざ い ま し た

模

擬

店

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

輪

投

げ

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り

模 擬 店 も 行 列 が で き ま し た

どうしてもほしいの！

たくさんすくえたかな？大きいのをつりたい！
シ ル ボ ン ヌ さ ん

市 長 と 撮 影

掘 り 出 し 物 は な い か な ？

今年もとてもおいしいね



☆
富
士
見
工
業
団
地
工
業
会
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
の

ご
理
解
と
就
業
の
お
願
い
を
基
軸
に
、
10
月
18

日
（
木
）
富
士
見
工
業
団
地
工
業
会
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
工
業
会
会
員
様
と

の
意
見
交
換
会
を
沼
尾
会
長
始
め
工
業
会
12
名
、

シ
ル
バ
ー
役
員
他
、
参
加
者
24
名
に
て
実
施
し

ま
し
た
。

請
負
・
派
遣
契
約
の
事
業
実
績
、
就
業
基
準
、

個
人
情
報
保
護
方
針
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、

会
員
様
か
ら
の
要
望
・
ご
意
見
な
ど
頂
き
、
今

後
に
活
か
せ
る
べ
き
有
意
義
な
会
合
と
な
り
ま

し
た
。

適
正
就
業
委
員
会

小
泉

隆

記

☆
役
職
員
に
よ
る
就
業
開
拓
巡
回
を
実
施

去
る
12
月
３
・
４
・
６
日
の
三
日
間
、
そ
れ

ぞ
れ
午
前
と
午
後
に
分
か
れ
、
栗
原
理
事
長
を

含
む
会
員
理
事
10
名
と
事
務
局
で
、
主
に
継
続

的
に
仕
事
を
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
所
等
を
延

べ
62
カ
所
訪
問
し
ま
し
た
。

年
末
の
ご
挨
拶
と
し
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
等
を

持
参
し
、
日
頃
の
お
礼
と
最
低
賃
金
の
改
定

（
平
成
30
年
10
月
１
日
改
定
）
に
伴
う
請
負
金

額
変
更
の
説
明
を
す
る
と
と
も
に
、
当
セ
ン
タ
ー

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
と
に
セ
ン
タ
ー
事
業
を

Ｐ
Ｒ
し
、
就
業
機
会
の
確
保
・
拡
大
（
派
遣
事

業
を
含
む
）
を
図
り
ま
し
た
。

事
務
局

記

坂
戸
西
Ｉ
Ｃ
近
く
、
ク

レ
ー
ン
が
林
立
す
る
建
設

中
の
物
流
施
設
そ
ば
の
高

麗
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー

ク
管
理
棟
に
岩
渕
晃
さ
ん
、

高
林
美
智
子
さ
ん
を
訪
ね

ま
し
た
。

Ｑ

就
業
は
い
つ
か
ら
？

Ａ

平
成
29
年
12
月
に
市

か
ら
受
託
し
ま
し
た

Ｑ

メ
ン
バ
ー
は
？

Ａ

男
性
３
名
、
女
性
３
名
の
６
名
で
、
男
女

で
ペ
ア
を
組
ん
で
い
ま
す

Ｑ

就
業
日
、
就
業
時
間
は
？

Ａ

火
曜
日
～
日
曜
日
の
８
時
30
分
～
18
時
の

８
時
間
就
業
で
す

Ｑ

就
業
内
容
は
？

Ａ

館
内
の
清
掃
、
駐
車
場
の
開
錠
施
錠
、
パ
ー

ク
の
見
回
り
、
ホ
ー
ル
の
予
約
や
来
館
者

の
対
応
な
ど
で
す

Ｑ

大
変
な
こ
と
は
？

Ａ

ホ
ー
ル
予
約
の
減
免
適
用
を
そ
の
都
度
、

市
役
所
に
問
合
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
す

お
天
気
が
良
け
れ
ば
散
歩
が
て
ら
訪
ね
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。
自
販
機
や
無
料
の
休
憩

室
が
あ
り
、
有
料
で
す
が
シ
ャ
ワ
ー
も
使
え
ま

す
。
運
が
良
け
れ
ば
可
愛
い
ペ
ッ
ト
に
会
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

広
報
部
会

記

シルバー さかど ( 8 )

職

場

訪

問



☆
坂
戸
よ
さ
こ
い
清
掃
（
ご
み
拾
い
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

10
月
20
日
・
21
日
に
行
わ
れ
た
「
坂
戸
よ
さ

こ
い
」
の
翌
日
、
朝
７
時
よ
り
「
ご
み
拾
い
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。
理

事
長
以
下
事
務
局
、
各
委
員
会
・
部
会
よ
り
参

加
者
22
名
。

こ
れ
は
セ
ン
タ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
及
び
地

域
社
会
交
流
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

ス
テ
ー
ジ
会
場

の
文
化
会
館
駐

車
場
か
ら
北
坂

戸
駅
へ
の
道
路

を
、
脇
道
に
も

入
り
な
が
ら
往

復
し
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
名
残

り
は
感
じ
る
も

の
の
、
思
っ
て

い
た
よ
り
ご
み

が
少
な
く
、
日

本
人
の
マ
ナ
ー

も
向
上
し
て
い

る
な
と
感
じ
た

爽
や
か
な
充
実

し
た
約
１
時
間
の
活
動
で
し
た
。広

報
部
会

記

☆
富
士
見
工
業
団
地
工
業
会
主
催

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加

12
月
13
日(

木
）
年
末
恒
例
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
環
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
20
名
参
加

し
ま
し
た
。

西
入
間
警
察
署
員
を
先
頭
に
工
業
会
事
務
所

前
か
ら
二
班
に
分
か
れ
て
、
工
業
団
地
周
辺
、

公
園
緑
地
、
近
隣
の
住
宅
街
を
一
時
間
巡
回
し

て
、
集
合
地
の
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
に
到
着
。

５
ブ
ロ
ッ
ク
全
員
到
着
後
、
工
業
会
沼
尾
会

長
の
挨
拶
等
、
集
合
写
真
を
撮
っ
て
午
後
６
時

に
解
散
し
ま
し
た
。

広
報
部
会

記

シルバー さかど( 9 )

地

域

交

流

情

報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

提供：埼玉新聞社

大
広
間
を
市
民

に
開
放
し
、
ス
テ
ー

ジ
で
の
演
技
を
鑑

賞
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
周
辺

の
桜
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
、
こ
と

ぶ
き
荘
の
利
用
促

進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
左
記
の

よ
う
に
開
催
し
ま

す
。

【
会

場
】
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
と
ぶ
き
荘

【
日

時
】
平
成
31
年
３
月
30
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

第
１
部

芸
能
発
表
（
午
前
10
時
～
12
時
30
分
）

１
．
コ
ー
ラ
ス

２
．
銭
太
鼓

３
．
日
舞

４
．
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
、
15
団
体
に
よ
る
発
表

第
２
部

カ
ラ
オ
ケ
（
午
後
１
時
～
２
時
30
分
）

〈
出
演
申
し
込
み
〉
３
月
10
日
（
日
）
ま
で

〈
申
し
込
み
先
〉
こ
と
ぶ
き
荘
へ
直
接

又
は
、
☏
２
８
３
‐
０
２
２
３

※

施
設
入
館
料
が
か
か
り
ま
す

こ
と
ぶ
き
荘
ま
つ
り
実
行
委
員
会

第
１
回

こ
と
ぶ
き
荘
ま
つ
り



川

柳

詐
欺
ハ
ガ
キ
夫
オ
タ
オ
タ
妻
悠
然慶

子

亥
の
年
に
消
え
た
メ
ニ
ュ
ー
の
ぼ
た
ん
鍋

鉄

悟

郎

孫
が
読
む
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
は
や
せ
る
ゴ
ミ

・

・

・

・

・

・

斉
つ
う

夫
婦
箸
空
気
の
よ
う
に
過
ぎ
て
ゆ
く

幸
ち
ゃ
ん

俳

句

読
初
の
「
走
れ
メ
ロ
ス
」や
時
せ
ま
る

素

子

酔
ひ
醒
め
の
コ
ー
ヒ
ー
美
味
し
大
旦

岳

風

ふ
る
さ
と
に
雪
虫
が
舞
う
風
物
詩幸

子

初
日
の
出
祝
う
亥
年
の
吾
と
孫

け
い
こ

短

歌

良
き
友
と
語
ら
う
窓
辺
に
ク
モ
の
糸

ひ
と
す
じ
光
り
仲
間
入
り
か
な

さ
い
と
う

年
賀
状
こ
と
し
で
終
わ
り
の
通
知
あ
り

何
か
寂
し
い
遠
の
く
絆

岳

風

氷
点
下
今
朝
の
寒
さ
に
驚
き
ぬ

内
股
歩
き
で
ご
み
出
し
に
行
く

由
ン
司

☆
長
芋
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
温
サ
ラ
ダ

◇
長
芋
10
㎝
は
乱
切
り
し
、
竹
串
が
通
る
く
ら

い
に
、
茹
で
る

◇
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
1/3
房
は
小
房
に
し
塩
ゆ
で

◇
ベ
ー
コ
ン
35
ｇ
は
５
㎜
巾
に
切
り
、
油
を
ひ

か
ず
フ
ラ
イ
パ
ン
で
カ
リ
ッ
と
炒
め
る

以
上
を
合
わ
せ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
て
、

柚
子
の
皮
の
千
切
り
を
ち
ら
す

◇
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

・
大
根
お
ろ
し
1/4
カ
ッ
プ

・
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
１

・
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
１

・
酢
又
は
柚
子
の
し
ぼ
り

汁
小
さ
じ
１
～
２

・
こ
し
ょ
う
少
々

☆
柚
子
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ら

１
．
皮
は
刻
ん
で
冷
凍
し
て
お
く

２
．
し
ぼ
り
汁
は
ハ
チ
ミ
ツ
な
ど
で
ホ
ッ
ト

ジ
ュ
ー
ス
に
、
ま
た
焼
酎
の
お
湯
割
り
に

も
合
い
ま
す

３
．
種
は
洗
わ
ず
ビ
ン
に

入
れ
焼
酎
又
は
水
を

３
～
10
倍
入
れ
、
冷

蔵
庫
に
入
れ
て
お
く
。

一
日
一
回
く
ら
い
軽

く
振
っ
て
お
く
と
、

一
週
間
く
ら
い
で
ド

ロ
ッ
と
な
り
、
化
粧

水
と
し
て
使
え
ま
す

シルバー さかど ( 10 )

会

員

の

広

場

文

芸

欄

投

稿

作

品

欄

か
ん
た
ん
料
理

【高空からの富士】

羽田発鹿児島行きフライトにて

撮影：菅野亘光さん



配分金収入等に対する所得税の取り扱いについて
シルバー人材センターで得た配分金収入等に対する所得税の取り扱いは、以下のとおりです。

１．配分金収入は、所得税法上『雑所得』に区分されます。雑所得の金額は原則として雑所得

の総収入金額から必要経費を控除した額です。 したがって、 配分金収入に係る必要経費

　　の額は、６５万円以上ある場合、配分金収入から必要経費の全額を控除とします。

しかし、必要経費の額が６５万円未満の場合は、『 租税特別措置法』 第２７条の適用に

　  より、 ６５万円を上限として控除します。　（ただし、収入金額を限度とします。）

２．公的年金を受給している会員は、配分金収入とは別に公的年金等控除の申請ができます。

３． 給与収入のある会員は、 最低65万円（ ただし収入金額を限度とします）の給与所得控除

ができますが、その場合、配分金収入に係る控除額は６５万円から 給与所得を控除した残

　　額が限度です。

　　　※上記以外の収入がある場合の所得控除等については、川越税務署（℡235-9411)にお尋ね下さい。

お

正

月

の

思

い

出

昔
は
良
か
っ
た
な
ぁ
と
言
う
と
、
年
寄
り
扱

い
さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。
本
当
に
年
寄
り
で
す
か
ら
・
・
・

子
供
の
頃
は
正
月
が
楽
し
み
で
し
た
。
遊
び

道
具
は
殆
ど
な
く
て
手
作
り
で
し
た
。
イ
ラ
ス

ト
の
よ
う
に
独
楽
・
凧
揚
げ
・
羽
根
突
き
・
か

ま
く
ら
等
で
遊
び
、
餅
や
ス
ル
メ
を
焼
き
、
友

達
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

大
晦
日
は
年
夜
と
い
っ
て
、
貧
乏
で
し
た
が
蒲

鉾
、
寒
天
、
伊
達
巻
、
煮
物
な
ど
沢
山
の
料
理

が
あ
り
ま
し
た
。

甘
い
物
が
あ
る
と
、
そ
れ
は
そ
れ
は
大
変
な

ご
馳
走
で
し
た
。
元
旦
の
朝
に
は
雑
煮
と
餡
こ

ろ
餅
が
あ
っ
て
、
年
齢
の
数
だ
け
食
べ
ろ
と
親

に
言
わ
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

何
だ
か
食
べ
物
の
事
ば
か
り
で
す
が
、
食
い

し
ん
坊
で
そ
れ
だ
け
当
時
は
飢
え
て
居
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
正
月
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
？

（
哲
）

【
第
7
回
理
事
会
】
平
成
30
年
10
月
30
日

①
新
規
登
録
正
会
員
の
承
認

（
男
性
９
名

女
性
10
名

合
計
19
名
）

②
報
告
事
項

５
件

【
第
８
回
理
事
会
】
平
成
30
年
11
月
28
日

①
新
規
登
録
正
会
員
の
承
認

（
男
性
７
名

女
性
５
名

合
計
12
名
）

②
報
告
事
項

３
件

【
第
９
回
理
事
会
】
平
成
30
年
12
月
19
日

①
新
規
登
録
正
会
員
の
承
認

（
男
性
５
名

女
性
４
名

合
計
９
名
）

②
役
員
の
利
益
相
反
取
引
の
承
認

③
報
告
事
項

３
件

シルバー さかど( 11 )

理
事
会
報
告
（
10
月
～
12
月
）

会

員

の

広

場

投

稿

募

集

◆
料
理
部
門
・
・
・
郷
土
料
理
や
自
慢
の
料
理
レ
シ
ピ

◆
文
芸
部
門
・
・
・
俳
句
・
川
柳
・
短
歌

（
お
断
り
無
く
添
削
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

＊
投
稿
は
左
記
へ
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し

Ｆ
Ａ
Ｘ
若
し
く
は
郵
送
（
ハ
ガ
キ
）
に
て
投
稿
下
さ
い

＊
〒
三
五
〇
‐
〇
二
一
二

坂
戸
市
石
井
二
三
二
七
‐
五

坂
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
広
報
部
）
宛

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
二
八
九
）
三
七
三
三

＊
採
用
作
品
に
は
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す

（
採
用
作
品
数
に
か
か
わ
ら
ず
一
人
一
点
の
み
）

次
回
の
掲
載
は
広
報
97
号
で
す
（
５
月
発
行
予
定
）
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30
年
度
地
区
別
事
業
報
告
会
が
２
月
２
日

（
土
）
三
芳
野･
勝
呂
地
区
を
皮
切
り
に
始
ま

り
ま
す
。

日
程
及
び
会
場
は
次
の
通
り
で
す
。

【
場
所
・
日
程
】

◆
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
と
ぶ
き
荘

２
月
２
日
（
土
）

三
芳
野
・
勝
呂
地
区

２
月
９
日
（
土
）

坂
戸
東
地
区

２
月
16
日
（
土
）

北
坂
戸
・
坂
戸
西
地
区

３
月
２
日
（
土
）

坂
戸
中
央
地
区

◆
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
城
山
荘

２
月
23
日
（
土
）

入
西
・
大
家
地
区

【
時
間
】
各
日
午
前
10
時
よ
り

※
詳
し
く
は
地
域
班
班
長
を
通
じ
て
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

会
員
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
新
入
会
員
名
簿

【
10
月
入
会
者
】
（
19
名
）

（
三
芳
野
地
区
）

藤
谷
ト
ミ
子

（
勝
呂
地
区
）

丸
山
保
・
和
栗
芳
子

久
米
幸
子

（
入
西
地
区
）

諸
井
正
巳
・
亀
山
政
子

里
川
日
出
人

（
大
家
地
区
）

三
上
好
一
・
梅
田
初
江

（
北
坂
戸
地
区
）

大
宮
雪
子
・
箭
内
勲

神
作
久
子
・
伊
藤
強

大
木
文
子

（
坂
戸
中
央
地
区
）
友
田
任
子
・
佐
藤
雪
江

（
坂
戸
東
地
区
）

大
嶋
吉
和
・
正
木
義
保

（
坂
戸
西
地
区
）

北
山
昌
延

【
11
月
入
会
者
】
（
12
名
）

（
勝
呂
地
区
）

吉
川
豊
・
樋
口
正
一

有
田
保
美

（
大
家
地
区
）

阪
本
光

（
北
坂
戸
地
区
）

横
山
千
惠
子

（
坂
戸
中
央
地
区
）
田
中
照
男

（
坂
戸
東
地
区
）

大
竹
恒
男
・
長
島
伸
惠

三
澤
嘉
磨

（
坂
戸
西
地
区
）

原
口
寿
江
・
加
藤
孝
平

七
海
信
子

【
12
月
入
会
者
】
（
９
名
）

（
勝
呂
地
区
）

竹
村
龍
雄
・
松
村
弘
子

鈴
木
美
智
子

（
北
坂
戸
地
区
）

白
鳥
昌
・
北
嶋
な
か
子

（
坂
戸
東
地
区
）

高
橋
猛
夫

（
坂
戸
西
地
区
）

溝
下
庄
吾
・
滝
野
豊
子

金
子
孝
行

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
「
シ
ル
バ
ー
さ
か
ど
」
の
ご
愛
読
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
私
は
、
古
希
の
記
念
に
３
泊
４
日
の
旅

を
し
ま
し
た
。
腰
痛
持
ち
の
私
に
と
っ
て
、
一

日
約
１
万
８
千
歩
の
歩
き
は
大
変
で
し
た
が
、

見
知
ら
ぬ
街
の
風
景
や
美
味
し
い
食
事
に
満
足

し
、
訪
れ
た
場
所
が
「
福
を
授
か
る
」
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
知
り
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
ご
利
益
を
期

待
し
た
り
と
、
楽
し
い
思
い
出
が
ま
た
一
つ
増

え
ま
し
た
。

今
年
は
、
５
月
の
新
元
号
へ
の
改
元
や
10
月

の
消
費
税
率
引
き
上
げ
予
定
等
で
、
変
化
の
あ

る
年
で
す
。
平
成
最
後
の
お
正
月
を
迎
え
、
私

も
人
生
節
目
の
年
に
、
何

か
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
よ
う
と
模
索
中

で
す
。

皆
様
に
と
っ
て
も
素
晴

ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
！

広
報
部
会

高
橋
孝
子

記

編

集

後

記

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

新

入

会

員

の

紹

介

訃

報

石
田

治

様
（
坂
戸
中
央
地
区
７
班
）

享
年
七
十
一
歳

石
井

徳
治
様
（
坂
戸
西
地
区
１
班
）

享
年
八
十
九
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

平

成

30

年

度

地

区

別

事

業

報

告

会

開

催
【昨年度の事業報告会】

（入西・大家地区）


